
１．はじめに

　筆者は，2017 年 8 月から 2018 年 7 月にかけ
て，フランスのパリにあるソルボンヌ大学

（UPMC）の研究室に約 1 年間留学していた。筆
者は ICG Summer School に参加するために一
度フランスに来る機会があったが，1 週間とい
う短い期間であり，フランスの中心地であるパ
リを訪れるのは初めてだった。現地での研究生
活とともに，ソルボンヌ大学，そしてパリでの
暮らしについてお伝えしたい。

２．ソルボンヌ大学（旧UPMC）について

　現在は，合併によりソルボンヌ大学という名
前に変わっているが，私が留学した当初は
UPMC（Université Pierre-et-Marie-Curie， ピ
エール・マリー・キュリー大学）という大学名
であった。名前から分かるように理系に特化し
た大学であり，多くの研究所と研究者を抱えて
いる。メインキャンパスはパリ 5 区のジュシュ
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ーという地下鉄の駅から歩いて 10 秒のところ
にある。セーヌ川に面しており，ノートルダム
大聖堂まで歩いて約 20 分で行くことができ，パ
リの中心地にも比較的近い。キャンパスは綺麗
に整備されている。碁盤でいうと路の部分にビ
ルが一連なりで立っており，路が交差する部分
で階を移動し，そこから伸びる 4 本の廊下の両
側に研究室と実験室が並んでいる。どの廊下も
見分けがつかず，来た当初は良く迷っていたが，
慣れてくると不便さは感じなかった。地上階に
建物がないため，移動がしやすく広々とした感
じが好印象だった。昼食は，学内の食堂か弁当
か学外で取ることになる。筆者は身分上，食堂
が使えなかったため頻繁に学外で食事をしてい
たが，日本人からすると昼食としてはかなりヘ
ビーなお店が多い。現地の学生は昼から L サイ
ズのピザを一人一枚平気で食べているのだが。
　留学中である 2018 年 1 月に同じくパリにあ
るパリ第 4 大学と合併し，ソルボンヌ大学に名
称が変わった。パリ第 4 大学は理系分野を専門
とする大学ではなく，歴史学など文系を専門と
する大学である。先生の話では，学生に専門外
の素養を身に着けさせることが教育的な狙いだ
そうだ。
　筆者は IMPMC（Institut de minéralogie, de 
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写真１　10年ぶりの大雪で雪化粧したキャンパス

physique des matériaux et de cosmochimie，鉱
物学，材料物理学および宇宙科学研究所）とい
う研究グループにお世話になった。研究員，ポ
スドク，PhD が主な 100 人以上のメンバーで構
成される大きなグループであり，グループ内で
も 11 つ の チ ー ム に 分 か れ て い る。 筆 者 は
PALM（Propriétés des amorphes, liquides et 
minéraux，非晶質，液体および鉱物の物性）と
いう研究チームに所属していた。この研究グル
ープは鉱物学を研究しているため，数多くの鉱
物を保管していた。それら鉱物の物性・構造デ
ータを豊富に有しており，非晶質や液体の研究
に大いに役立てている。遷移金属の構造に関す
る知見が深く，鉱物のデータを手がかりとして，
非晶質中の遷移金属の研究を古くから行ってい
る。鉱物の情報はこの研究チームの根幹を成し
ているといっても良いだろう。ちなみに，キャ
ンパスの横には動物園と 3 つの博物館があり，
その中の一つが鉱物学と地質学の博物館である

（他の 2 つは古生物学と植物学の博物館であ
る）。フランスには，ソレイユ（SOLIEIL）とヨ
ーロッパシンクロトロン放射光施設（ESRF）と
いう 2 つの大きな放射光施設があるが，放射光
を用いた構造解析は，当研究グループのもう一
つの得意分野である。
　もちろん筆者は様々な先生方にお世話になっ
たのだが，ソルボンヌ大学では Gérald Lelong
先生に指導教官としてお世話になった。G. 
Lelong 先生は数年前に私が所属する研究室に
訪問されたことがあり，そのとき初めてお会い
した。スタイルが良くてハツラツとしていると

いうのが私の第一印象だった。また，イギリス
のシェフィールド大学で開催された ESG2016
に参加した際に，G. Lelong 先生も参加されてお
り，再会することができた。その際指導教官で
ある矢野先生が留学の話をしてくださったこと
で，私のフランス留学が実現した。

３．パリでの生活について

　訪れたことがある方ばかりだとは思うがパリ
について自分の印象とともに簡単に説明する。
フランスは世界一位の外国人訪問者数を誇り，
パリの街中には 1 年中観光客が見受けられる。
特に中国人観光客が多く，パリの中心地にギャ
ラリーラファイエットという大きなデパートが
あるのだが，休暇シーズンには日本人含めアジ
ア人観光客で溢れかえっている。パリは山手線
の内側より少し大きい程度であるが，その中に
エッフェル塔や凱旋門など観光名所だけでなく
有名大学や政府機関が詰まっており，パリは濃
縮された街，というのが住んでみて受けた印象
だ。
　パリでの食事情について話そう。パリの物価
は日本と比べると少し高いので，外食で食事を
済ませようとすると簡単に 1000 円を超えてし
まう。そのため，普段は全く料理をしない筆者
であったが，基本的には自炊をせざるを得なか
った。ただ，乳製品や肉類は日本よりも安いと
感じるものも多く，よくバゲットとともに食べ
ていた（その分魚類は不足がちだったと思う）。
また筆者はお酒が好きなので，近くのスーパー
等でも豊富な種類のワインが揃っており，リー
ズナブルで美味しいワインを飲むことができて
非常に良かった。ただ，現地の学生はワインよ
りはビールを好んで飲んでいるようだった。ラ
ボメンバーと一緒にバーに行った際には様々な

“ベルギー”ビールを教えてもらった。
　休日はよく観光に出かけた。言うまでもない
が，パリにはたくさんの観光名所がある。そし
て，ほとんどの観光地や美術館が学生割引を行
なっている。この学生割引で非常に安く観光で
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きるので，学生にパリへの留学を強く勧めたい。
とりわけ EU 国籍を持ち，かつ 26 歳未満であれ
ば多くのスポットで入場料が無料になる。ルー
ブル美術館やオルセー美術館もそのなかの一つ
だ。筆者は留学当時，ギリギリ適応条件を満た
していたため（もちろん筆者は EU 国籍ではな
いが，ビザを持っているだけでも割引が適応さ
れるようだ），かなりお得に観光することができ
た。また，公共交通機関の簡便さも観光しやす
さに一役買っていた。筆者はパリの南側に住ん
でおり，電車を乗り継いで学校に通っていたの
で，毎月定期券を購入していた。この定期券が
あればパリを中心に 1,2 時間圏内の電車・メト
ロ・バスを自由に使うことができるからである。

４．研究生活について

　筆者は PALM の研究グループで，マグネシ
ウムアルミノシリケートガラス中の鉄イオンの
局所構造に関する研究を行なっていた。筆者は
元々アルミノシリケートガラスの構造について
研究しており，その一環として，遷移金属を構
造プローブとして相補的に遷移金属とマトリッ
クスガラスの構造をより理解できるのではない
かという狙いがあった。その中で，代表的な遷
移金属元素である鉄イオンの局所構造を調査す
る運びとなった。研究内容については渡航前に
メールで連絡を取り，大方のプランを決めてい
た。
　G. Lelong 先生は非晶質材料の構造や高温 /
高圧特性を専門にしており，ガラス中の鉄イオ

ンの研究に携わっていたこともある。私が留学
していた当時の Lelong 先生の担当学生は，リ
チウムボレート / シリケートガラス中の酸素原
子の構造調査を行なっていた。担当学生が PhD
の学生一人のみだったこともあり，私のことも
よく気に掛けてくれた。
　ここで日々の研究・実験生活について話させ
てもらう。筆者は毎日朝 8 時半ごろ学校に着く
ようにしていたが，多くの学生は 9 時ごろ，先
生方は 10 時ごろ登校していただろうか。先生や
研究員の方々が少し遅いのは，子供を学校に送
らないといけないからだ。帰宅時間はバラバラ
だが，7 時ぐらいになればほとんど人は見当た
らなくなる。実験室は，日本と違って清掃員の
方に清掃していただけるので，常に清潔な状態
だった印象がある（装置 1 つあたりの占有スペ
ースが広いことも大きな要因であるが）。各実験
装置は技術者の方が管理しており，装置の使い
方を教えていただいたり，測定のアドバイスを
頂いたり，時には一緒に実験を手伝ってもらっ
たりとかなりお世話になった。また，どの装置
も基本的には予約システムを用いて管理されて
いるため，きちんと実験計画を立てていないと
無駄な時間を作ってしまい兼ねないので，注意
して計画を練っていた。
　学部生や修士生所属していない研究室だった
ので，私が所属する日本の研究室であったよう
な定期的なゼミ・進捗報告会は無かった。その
ため基本的に，指導教官とアポイントメントを
取って個別にディスカッションをするスタイル
で研究を進めていった。頻繁にディスカッショ
ンを行なっていたので，先生に「またかい？」
と言われてしまうこともあったが，やはりデー
タと考えを共有しておくことは重要だと感じ
た。指導教員である Lelong 先生以外にも研究
の相談をさせてもらうこともあったが，いつも
快くアドバイスをして頂いた。特に，G. Calas
先生と L. Galoisy 先生には普段の研究だけでな
く，学会発表の際には発表内容の精査にも非常
に協力していただき，大変感謝している。

写真２　 本文中では触れていないが、筆者がお気に入
りのサント・シャペルのステンドグラス
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　 1 年間の留学の最後に，研究内容の総括とし
てフランスのサン・マロで開催された PNCS-
ESG 2018 に参加した。サン・マロは城壁に囲ま
れた都市であるが，すぐそばにビーチもあり非
常に良い景観であった。多くのヨーロッパ人が
バケーションに訪れているというのも頷けた。
　留学から帰ってきた現在でも，Lelong 先生と
Calas 先生とは連絡を取り合っている。帰国か
ら 2 ヶ月半後のことであるが，2018 年 9 月末に
日本・横浜で開催された ICG2018 で再会するこ
とができたことは大変喜ばしかった。

５．最後に

　パリへの 1 年間の留学は研究としてはもちろ
ん，それ以外でも筆者にとって貴重な経験とな
った。海外の研究者のマインド，研究スタンス
を肌で感じられたことは大変嬉しかった。
　最後に，送り出してくださった矢野哲司教授
には大変感謝しています。また，ご相談に乗っ
てくださった日本板硝子株式会社の皆様，快く
受け入れてくださった Lelong 先生，Calas 教
授，Galoisy 教授，Cormier 教授，PALM のメ
ンバーに感謝申し上げます。
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